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最小半径

国有林外

国有林内

2級B規 　格

巾　 員
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位 　置

分　 類

設　計　図

恋 路 沢 林 道 外 1

林道（森林管理道）

ｍ

ｍ

3.6
ｍ ｍ

％

ｔ

日光森林管理署

栃木県日光市鬼怒川温泉滝字

図面枚数　表紙含め　45　枚

恋路沢林道　17ｍ

災 害 復 旧 工 事

丸山国有林65る2林小班外

岩カブト沢林道　25ｍ

42



位　　置　　図



凡　　　　例

施工箇所

岩カブト沢1号箇所

恋路沢林道１号箇所

縮尺　S=1:20,000

位　　置　　図

路線名 ：恋路沢林道、岩カブト沢林道

施工地 ：栃木県日光市鬼怒川温泉滝字丸山国有林65る2林小班外



凡　　　　例

既設林道

施工箇所

１号-１箇所
延長 10ｍ

１号-２箇所
延長　7.0ｍ

恋
路沢

林道

BP

縮尺　S=1:5,000

位　　置　　図

路線名 ：恋路沢林道

施工地 ：栃木県日光市鬼怒川温泉滝字丸山国有林65る2林小班外



凡　　　　例

既設林道

施工箇所

１号-２箇所
延長　12ｍ

１号-１箇所
延長　13ｍ

逆
川
林
道

岩カブト沢林道

BP

縮尺　S=1:5,000

位　　置　　図

路線名 ：岩カブト沢林道

施工地 ：栃木県日光市鬼怒川温泉滝字丸山国有林63-Ⅰる林小班



恋路沢林道

1号-1箇所



川
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関 東 森 林 管 理 局

日 光 森 林 管 理 署

恋 路 沢 林 道

1号-1 被 災 箇 所

恋路沢林道

恋路沢

既設コンクリートブロック積擁壁

アンカー式擁壁工　L=8.6m 砂利路盤工　L=8.6m

平　面　図

S＝1：100

平 面 図　-　1　-



BP

GH=648.86
FH=648.86

2.0

GH=648.16
FH=649.03
+0.87

最低河床

推定岩盤線

1:0.3

床掘 R1B=1.1

路床=0.2

埋戻=3.5

関 東 森 林 管 理 局

日 光 森 林 管 理 署

恋 路 沢 林 道

1号-1 被 災 箇 所

床掘 S3=4.1

2464

47
50

4
60

2064 400

4127

5
21
0

1500 1500

3000

横　断　図

S＝1：100

横 断 図　-　3　-



4.0

8.0

GH=648.54
FH=649.2

GH=649.65
FH=649.54

+0.66

-0.11

最低河床

推定岩盤線

1:0.3
1:0.3

関 東 森 林 管 理 局

日 光 森 林 管 理 署

恋 路 沢 林 道

1号-1 被 災 箇 所

床掘 R1B=1.1

路床=0.4

埋戻=3.5

床掘 S3=4.9

床掘 R1B=1.4

路床=1.2

埋戻=1.9

床掘 S3=7.1

2064 400
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4
70

5
72
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4280
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3000

2064 400

4178

5
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3
80

53
80

1500 1500

3000

横　断　図

S＝1：100

横 断 図　-　4　-



EP(10.0)

GH=649.74

-0.03
FH=649.71

最低河床

推定岩盤線

関 東 森 林 管 理 局

日 光 森 林 管 理 署

恋 路 沢 林 道

1号-1 被 災 箇 所

床掘 R1B=1.2

路床=1.1

埋戻=2.0

床掘 S3=10.2

2064 400

51
5
0

62
9

57
79

4301

1500 1500

3000

横　断　図

S＝1：100

横 断 図　-　5　-



8.
0

4.
0

2.
0

1.
4

EP
(1
0.
0)

300300

300300

DL=640.000

計画幅

アンカー長

計算幅

ＴＹＰＥ

B'=1.30m
L =1.20m

基礎コンクリート延長 L=8000

TYPE-1 A=40.000m
2

▽649.699
▽ 649.540

▽ 649.200
▽ 649.030▽ 648.969

▽ 644.070
▽ 643.820

小口止めコンクリート小口止めコンクリート

は、左端部ブロックを示す。
は、標準ブロックを示す。

は、右端部ブロックを示す。

　：
　：

は、現況地盤線を表す。
　： は、埋戻し線を表す。

注：

　：

　： は、最低河床を表す。
　： は、推定岩盤線を表す。

3
8
0 4
7
0

4
6
0

6
2
9

3
9
9

300

1:0.3

300

1:
0.
3

恋路沢林道１-１号箇所　アンカー式擁壁工　計画図1/2 関 東 森 林 管 理 局

日 光 森 林 管 理 署

恋 路 沢 林 道

1号-1 被 災 箇 所

起点側

終点側

本体工延長L=8000

8000

B =1.40m

5
1
5
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4
9
0
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0
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5
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5
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1400

4
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5
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5
1
5
0

展　開　図 S＝1：100

計 画 図　-　6　-

小口止工詳細図



3
0
0
以
上

（t=3mm,W=2000）
不織布

（砕石C-40）
裏込材

アンカー材

ストッパーパネル
□２００×２００

ブロック

胴込コンクリート

笠コンクリート

均しコンクリート　ｔ=125400

1:0.3

特 記 事 項

25 以下

　を確認すること。

 　　　　　　　　細粒分の含有量が     ％     のもの。

・施工時に擁壁背後の掘削面に湧水が確認された場合は、

　設計図に示された排水工とは別に排水対策を施すこと。

・基礎地盤の極限支持力が，上記の必要な極限支持力以上であること

25 以下

・盛土材は以下に示す土質材料もしくは岩石質材料を使用すること。

　（土質材料） ：細粒分の含有量が     ％     のもの。

（岩石質材料）：最大粒径が２００ｍｍ以下の硬岩ずり、

　　　　　　　　もしくはスレーキング率３０％以下の軟岩ずりで、

1回）

５００ｍ に

め度（盛土材

盛土材の締固

3

項目（頻度）

・岩石質盛土材の場合は，工法規定方式で

　管理するものとする。

施工管理基準値

　上記締固め度が得られない場合は、

　空気間隙率を１３％以下とする。

・細粒分含有量が多い場合（２０％以上）で

　Ｃ，Ｄ，Ｅ法による９０％以上とする。

　最大乾燥密度の９５％以上又は，

・ＪＩＳ　A　１２１０のＡ，Ｂ法による

必要な極限支持力

擬似擁壁の外的安定

盛土材の内部摩擦角

盛土材の単位体積重量

支持力の安全率

地　盤　反　力

活荷重

雪荷重

盛土材の粘着力

20γ＝    ｋＮ/ｍ

ｋＮ/ｍ

ｑＬ＝    ｋＮ/ｍ

ｑｕ=512.031

Fs≧3.0

ｑｓ＝    ｋＮ/ｍ

Ｑ1=170.677

φ＝    °

 C＝    ｋＮ/ｍ

ｋＮ/ｍ

2

単位

2

常時 雪荷重時

1.75

10

35

 0

2

2

2

設 計 条 件
3

設計水平震度 考慮しない

土質定数 裏込材 背面土

18γ＝    ｋＮ/ｍ

φ＝    °

 C＝    ｋＮ/ｍ

35

2

3

 0

ｑｕ=489.177

Fs≧3.0

Ｑ1=163.059

壁
高
H

n
×
2
5
0
=
壁
高
H

全
壁
高

恋路沢林道１-１号箇所　アンカー式擁壁工　計画図2/2 関 東 森 林 管 理 局

日 光 森 林 管 理 署

恋 路 沢 林 道

1号-1 被 災 箇 所

　計画幅B=1400

計算幅B'=1300

　アンカー長L=1200

標準断面図 S＝1：100

計 画 図　-　7　-



川
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(
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関 東 森 林 管 理 局

日 光 森 林 管 理 署

恋 路 沢 林 道

1号-1 被 災 箇 所

恋路沢林道

恋路沢

注）廻排水管径及び土のう締切数量は、現地より概算したもの。
これによりがたい場合は、現地の実情に応じて適切に対応するものとする。

〇工事用水中ポンプ　口径50㎜, 発動電動機2kVA

床掘内の湧水はポンプにより排水する。

既設コンクリートブロック積擁壁

アンカー式擁壁工　L=8.6m

大型土のう工　42袋

廻排水管（高密度ポリエチレン管Φ600㎜以上）
L=25ｍ

仮設工計画図

S＝1：100

仮設工計画図　-　8　-



恋路沢林道

1号-2箇所



木木

川

関 東 森 林 管 理 局

日 光 森 林 管 理 署

恋 路 沢 林 道

1号-2 被 災 箇 所
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.
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.
0
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.
0
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.
0

E
P
(
7
.
0
)

恋路沢林道

恋路沢

コンクリート路面工　L=7.0ｍ
既設コンクリート路面工撤去　L=1.5m

重力式コンクリート擁壁工　V=14.3m3

既設コンクリート擁壁工

平　面　図

S＝1：100

平 面 図　-　1　-



BP

2.0

路床 CA S3=0.7

埋戻 BA=1.5

R1A=1.7

路床 CA　S3=0.8

埋戻 BA=1.7

床掘　S3=2.9

R1A=1.8
床掘　S3=0.8

重力式コンクリート擁壁工　L=5.5ｍ

関 東 森 林 管 理 局

日 光 森 林 管 理 署

恋 路 沢 林 道

1号-2 被 災 箇 所

コンクリート路面工　L=7.0ｍ 

1800 1800 400

3600

1800 1800 400

3600

横　断　図

S＝1：100

横 断 図　-　2　-



3.0

5.0

R1A=2.9

路床 CA=0.5

埋戻 BA=3.5

床掘　S3=2.7

R1A=3.2

路床 CA=0.3

埋戻 BA=3.9

床掘　S3=1.6

関 東 森 林 管 理 局

日 光 森 林 管 理 署

恋 路 沢 林 道

1号-2 被 災 箇 所

1800 1800 400

3600

1800 1800 400

3600

横　断　図

S＝1：100

横 断 図　-　3　-



6.0

EP(7.0)

路床 CA=0.3

盛土 BA=0.7

既設コンクリート路面工切断・撤去　L=1.5ｍ 

路床 CA=0.5

関 東 森 林 管 理 局

日 光 森 林 管 理 署

恋 路 沢 林 道

1号-2 被 災 箇 所

既設コンクリート擁壁

1800 1800 400

3600

1800 1800 400

3600

横　断　図

S＝1：100

横 断 図　-　4　-



1:0.2 1:0.2

重力式コンクリート擁壁工　計画図

7.6%

関 東 森 林 管 理 局

日 光 森 林 管 理 署

恋 路 沢 林 道

1号-2 被 災 箇 所

40
0
0

400

50
0

1450

350 25
00

400

4
00

300

1120

2000 3500

25
00

4
00
0

展　開　図 S＝1：100 標準図 S＝1：100

A=3.35m3 A=1.73m3
V=(3.35×3.5)+(1.73×2.0)≒15.19m3

計 画 図　-　5　-

GW-L-I-0.3　　ｂ,R



木木

川

関 東 森 林 管 理 局

日 光 森 林 管 理 署

恋 路 沢 林 道

1号-2 被 災 箇 所
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.
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.
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.
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.
0
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P
(
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0
)

恋路沢林道

恋路沢

注）土のう締切数量は、現地より概算したもの。
これによりがたい場合は、現地の実情に応じて適切に対応するものとする。

〇工事用水中ポンプ　口径50㎜, 発動電動機2kVA

床掘内の湧水はポンプにより排水する。

コンクリート路面工　L=7.0ｍ
既設コンクリート路面工撤去　L=1.5m

重力式コンクリート擁壁工　V=14.3m3

既設コンクリート擁壁工

大型土のう工　20袋

仮設工計画図

S＝1：100

仮設工計画図　-　6　-



岩カブト沢林道

1号-1箇所



EP
(1
3.
0)

1
1 .
0

9
.06.0

3.0

1.0BP

岩カブト沢

岩カブト沢林道

既設巨石積み工

大型円筒金網L=11.7m A=57.6m2

関 東 森 林 管 理 局

日 光 森 林 管 理 署

岩 カ ブ ト 沢 林 道

1号-1 被 災 箇 所

平　面　図

S＝1：100

平 面 図　-　1　-



DL=0.00

 ▽-0.72

 ▽4.28 
 ▽4.68 

BP

1:0.5

1:0.5

SL=0.7

単粒度砕石

測  点

ｍ2

ｍ

数量表

吸出し防止材

BP

1.7

9.3

5.
00

0
.40

1.353.60
3.000.30 0.30

関 東 森 林 管 理 局

日 光 森 林 管 理 署

岩 カ ブ ト 沢 林 道

1号-1 被 災 箇 所

路床=0.8

埋戻=5.2

床掘=10.7

 (S3=3.6，R1B=7.1）

横　断　図

S＝1：100

横　断　図　-　2　-



DL=0.00

1:1.5

 ▽-0.72

 ▽4.28 

 ▽4.82 

1.0

1:0.5

1:0.5

最低河床

SL=1.0

単粒度砕石

測  点

ｍ2

ｍ

数量表

吸出し防止材

1.0

1.7

9.3

5.
00

0.5
4

1.613.60
3.000.30 0.30

関 東 森 林 管 理 局

日 光 森 林 管 理 署

岩 カ ブ ト 沢 林 道

1号-1 被 災 箇 所

路床=0.9

埋戻=5.1

床掘=9.5

 (S3=3.2，R1B=6.3）

横　断　図

S＝1：100

横　断　図　-　3　-



DL=0.00

1:0.5

SL=1.5

 ▽-0.72

 ▽4.28 

 ▽5.10 

3.0

1:0.5
最低河床

1:1.5

単粒度砕石

測  点 3.0

ｍ2

ｍ

数量表

1.7

9.1吸出し防止材

5
.00

0.
82

2.043.60
3.000.30 0.30

関 東 森 林 管 理 局

日 光 森 林 管 理 署

岩 カ ブ ト 沢 林 道

1号-1 被 災 箇 所

路床=0.9

埋戻=5.4

床掘=8.7

 (S3=2.9，R1B=5.8）

横　断　図

S＝1：100

横　断　図　-　4　-



DL=0.00

1:0.5

1:1.5

 ▽-0.72

 ▽4.28 

 ▽5.52 

6.0

1:0.5

最低河床

SL=2.2

単粒度砕石

測  点

ｍ2

ｍ

数量表

吸出し防止材

6.0

1.7

9.3

5
.00

1
.24

2.513.60
3.000.30 0.30

関 東 森 林 管 理 局

日 光 森 林 管 理 署

岩 カ ブ ト 沢 林 道

1号-1 被 災 箇 所

路床=0.8

埋戻=6.3

床掘=9.3

 (S3=3.1，R1B=6.2）

横　断　図

S＝1：100

横　断　図　-　5　-



DL=0.00

1:0.5

1:1.5

▽-0.72

 ▽4.28 

 ▽5.94 

9.0

1:0.5

最低河床

SL=3.0

単粒度砕石

測  点

ｍ2

ｍ

数量表

吸出し防止材

9.0

1.6

10.9

5.0
0

1.
66

2.773.60
3.000.30 0.30

関 東 森 林 管 理 局

日 光 森 林 管 理 署

岩 カ ブ ト 沢 林 道

1号-1 被 災 箇 所

路床=0.9

埋戻=7.7

床掘=9.6

 (S3=3.2，R1B=6.4）

横　断　図

S＝1：100

横　断　図　-　6　-



DL=0.00

1:0.5

1:1.5

 ▽0.28

 ▽4.73 

 ▽6.22 

11.0

1:0.5
最低河床

SL=2.7

単粒度砕石

測  点

ｍ2

ｍ

数量表

吸出し防止材

11.0

1.7

9.1

2.333.60
3.000.30 0.30

4.4
5

1.
49

関 東 森 林 管 理 局

日 光 森 林 管 理 署

岩 カ ブ ト 沢 林 道

1号-1 被 災 箇 所

路床=0.9

埋戻=5.7

床掘=8.4

 (S3=2.8，R1B=5.6）

横　断　図

S＝1：100

横　断　図　-　7　-



単粒度砕石

測  点 EP(13.0)

ｍ2

ｍ

数量表

1.7

9.4吸出し防止材

DL=0.00

1:0.5

1:1.5

 ▽0.28

 ▽5.28 

 ▽6.50 

EP(13.0)

1:0.5
最低河床

SL=2.2

5.0
0

1.
22

2.303.60
3.000.30 0.30

関 東 森 林 管 理 局

日 光 森 林 管 理 署

岩 カ ブ ト 沢 林 道

1号-1 被 災 箇 所

路床=0.9

埋戻=5.5

床掘=10.9

 (S3=3.6，R1B=7.3）

横　断　図

S＝1：100

横　断　図　-　8　-



大型円筒金網割付図

4段目

背面側

前面側

5段目

背面側

前面側

3段目

背面側

前面側

2段目

背面側

前面側

1段目

背面側

前面側

6段目

背面側

前面側

CWR-C6.3

L=5.5m

CWR-C6.3

L=8.2m

CWR-C6.3

L=8.2m

CWR-C6.3

L=8.2m

CWR-C6.3

L=8.2m

CWR-C6.3

L=8.2m

CWR-C6.3

L=5.5m

510

10

CWR-C6.3

L=6.9m

CWR-C8.2 L=0.9m

CWR-C6.3

L=8.2m

CWR-C6.3

L=7.3m

CWR-C8.2 L=0.9m CWR-C8.2 L=0.9m CWR-C8.2 L=0.9m

CWR-C6.3

L=7.3m

CWR-C6.3

L=7.3m

CWR-C6.3

L=7.3m

CWR-C6.3

L=5.5m

CWR-C8.2 L=0.9m

CWR-C6.3

L=5.5m

CWR-C8.2 L=0.9m CWR-C8.2 L=0.9m CWR-C8.2 L=0.9m

CWR-C6.3

L=7.3m

CWR-C6.3

L=7.3m

CWR-C6.3

L=5.5m

CWR-C6.3

L=5.5m

CWR-C6.3

L=6.9m

CWR-C8.2 L=0.9m

CWR-C6.3

L=7.3m

5

5

5

5

10

10

5

5

10

CWR-C8.2 L=0.9m

CWR-C6.3

L=5.5m

5

CWR-C6.3

L=7.3m

10

CWR-C6.3

L=6.9m

CWR-C8.2 L=0.9m

チェーン(CWR-C6.3)

名　称

凡    例

記　号

大型円筒金網 鉄線径φ6mm H=1.00m

チェーン重複部

ターンバックル（CWR-16)

大型円筒金網 小判型 H=1.00m

チェーン(CWR-C8.2)　L=0.9m

※ ハーフ（H=0.45m）上下2組の間に敷設

シャックル（CWR-22)

大型円筒金網 鉄線径φ5mm H=0.45m

N=2（2段重ね）

大型円筒金網 鉄線径φ5mm H=0.45m

（1段重ね）

510

CWR-C8.2 L=0.9m

13@0.90=11.70

10@0.90+2@1.35=11.70

10@0.90=9.00

10@0.90+2@1.35=11.70

13@0.90=11.70

0.90+1.35=2.25

関 東 森 林 管 理 局

日 光 森 林 管 理 署

岩 カ ブ ト 沢 林 道

1号-1 被 災 箇 所

S＝1：100

割　付　図　-　9　-



大型円筒金網正面展開図

段数

数 量 表

名称 2 大型円筒金網(組)
チェーン(CWR-C6.3)(m) 

2 19

鉄線径φ6mm H=1.0m

上蓋(組)

φ0.9m

166.8 

27

合計 83 108

2

5

大型円筒金網小判型(組)

7.3×2+6.9×2+5.5×1= 33.9 

大型円筒金網ハーフ(組)

鉄線径φ5mm H=0.45m鉄線径φ6mm H=1.0m

8

25

正面面積(m )

11.70

57.6

1 16 220 7.3×2+5.5×2= 25.6 6 9.00

3 21 290 7.3×3+5.5×2= 32.9 811.70

4 14 162 8.2×2+7.3×1+6.9×1+5.5×1= 36.1 211.70

5 13 130 8.2×4= 32.8 011.70

ターンバックル(個)

5

24

4

5

5

4

11

54

上下連結材(組)

13

14

13

6 0 11 5.5×1=  5.5 1 1.76 1 3

名　称

凡    例

記　号

大型円筒金網 鉄線径φ6mm H=1.00m

大型円筒金網 小判型 H=1.00m

大型円筒金網 鉄線径φ5mm H=0.45m

上下連結材

11
.0

EP
（13

.0
）

510

510

510

510

510

9.
0

6.
0

1段目

2段目

3段目

4段目

▽-0.72 

▽4.28 

5段目

6段目

吸出防止材

単粒砕石（S-30）
基礎砕石

3.01.0BP

埋め戻し線

大型円筒金網 2列配置範囲

0

24

シャックル(組)チェーン(CWR-C8.2)(m) 

10.8

0.0

0.9×3=  2.7 6

00.0

20.9×1=  0.9

80.9×4=  3.6

80.9×4=  3.6

2.68 1.77

13@0.90=11.70

大型円筒金網 L=11.7m A=57.6m2

1.792.73

1.
80

1.870.86

1
.5
1

1.
22

関 東 森 林 管 理 局

日 光 森 林 管 理 署

岩 カ ブ ト 沢 林 道

1号-1 被 災 箇 所

S＝1：100

展　開　図　-　10　-



大型円筒金網標準断面図

土の単位体積重量　　
土の内部摩擦角　　　

土の粘着力　　　　　

背面土 土質定数

設 計 条 件

滑  動 F ≧ 1.5

安全率

鉛直地盤反力度 q  = 121.8kN/m

s

max

底面摩擦係数 μ=0.70(砕石敷)

活 荷 重
c = 0 kN/m

φ = 30°

γ = 18.0 kN/mt

q = 10 kN/m

2

偏心距離 d ≧ B/2転  倒

B：設計上の底版幅(= 0.8 m) 2列配置(= 1.58 m)

※1.　設計条件や現地状況が設計と異なる場合は、発注者と協議を実施したのちに設計変更を含め検討を行うこと。

※2.　地盤の支持力が鉛直地盤反力度を満足するよう施工前に確認すること。

不足時は適切な地盤改良等を選定し、所定の支持力を確認の上施工すること。

※3.　背面の盛土及び砕石は適切に締固めを行うこと。

※4.　集水地形で施工時の流水が著しい場合は、転流工などの排水処理を行った上で施工を行うこと。

また、設計条件とは異なる湧水や、流水が確認された場合は、別途排水対策の検討を行うこと。

※5.　大型円筒金網の下に空隙がある場合は砕石等で補填すること。

3

2

2

A-A

t=10mm
吸出防止材

V=0.087m3
(CAD計測)

前面側

背面側

単粒砕石(S-30)
裏込砕石

V=0.087m3
(CAD計測)

単粒砕石(S-30)
前面埋戻し

V=0.033m3
(CAD計測)

 ▽5.94 
1:0.5

単粒砕石（S-30）

裏込砕石

割ぐり石15～20cm

A

t=10mm
吸出防止材

単粒砕石（S-30）
基礎砕石

中詰め材

▽-0.72

 ▽4.28 

 ▽5.94 

1:0.5

9.0

1:1.5

A

大型円筒金網
φ900×H1000mm

線径　φ6mm

DL=0.00

チェーン

CWR-C6.3

φ0.9
0

φ0.9
0

φ0.9
0

φ0.9
0

φ0.9
0

3.60

3.000.30 0.30

水平土被り1.0m以上

1.680.10 0.30

根
入
れ
1
.0
0m
以
上

5.
00

1
.6
6

2.77

関 東 森 林 管 理 局

日 光 森 林 管 理 署

岩 カ ブ ト 沢 林 道

1号-1 被 災 箇 所

S＝1：100

標準断面図　-　11　-



大型円筒金網部材詳細図 1/2

円筒金網
S=1:20

コイル

φ
6.
3

2

大型円筒金網(CWR-009)

材質：亜鉛－10％アルミニウム合金めっき鉄線

 付着量：300g/m 以上 

8
8

1
3

チェーン(CWR-C6.3)

表面処理：溶融亜鉛めっき

付着量：350g/m 以上
2

表面処理：溶融亜鉛めっき

付着量：350g/m 以上

ターンバックル(CWR-16)
S=1:10 S=1:10

鉄線径：φ6 網目　：100mm×100mm 

2

鉄線径：φ4 網目　：100mm 

材質：亜鉛－10％アルミニウム合金めっき鉄線

コイル

 付着量：300g/m 以上 

※

※　蓋ひとつにつきコイル５本使用

S=1:20

上蓋・底蓋(CWR-046)

2

円筒金網
S=1:10

コイル

大型円筒金網(CWR-013)

材質：亜鉛－10％アルミニウム

 付着量：300g/m 以上 

鉄線径：φ5 網目　：75mm×100mm 

2

      合金めっき鉄線

φ
8.
2

チェーン(CWR-C8.2)
S=1:5

2

表面処理：溶融亜鉛めっき

付着量：350g/m 以上

シャックル(CWR-022)
S=1:2.5

φ
21

88

2

表面処理：溶融亜鉛めっき

付着量：350g/m 以上

上下連結概要図

上段

下段

上下連結チェーン

平面図 断面図

※チェーンを下段上蓋と上段下蓋の外周部に交差させる。

上下連結チェーン(CWR-040)
S=1:10

M10

2

表面処理：溶融亜鉛めっき

付着量：350g/m 以上

ボルトナット

上段

下段

チェーン

φ
3
0
（

内
径

）

P80×12=960

1000

φ
6

38

Ｌ

23

φ7.9

345

182

φ
4φ

3
0
（

内
径

）

P80×7=560

600

φ900

H=
10

00

φ900

450

5@80=400

φ
3
0
（

内
径

）

φ
5

φ900

H=
4
50

φ900

φ900

48

30

Ｌ

φ10

φ
10

14

45

25

φ6.3

38
600mm以上

2
3

35

部材詳細図1/2　-　12　-



大型円筒金網部材詳細図 2/2

S=1:10

コイル

大型円筒金網(CWR-071)

はらみ防止用チェーン
 S=1:5

φ
6.
3

2

表面処理：溶融亜鉛めっき

付着量：350g/m 以上

蓋（上・底共通）(CWR-079)

L=2.6ｍ

はらみ防止用チェーン

はらみ防止用チェーン

M10

平面図

L=2.6m

コイル
※1

コイル
※2

蓋組合せ用

※1　枠一つにつきコイル2本使用。接続された状態で出荷される。

蓋と本体接続用

※2　蓋ひとつにつきコイル8本使用。

材質：亜鉛－10％アルミニウム合金めっき鉄線

 付着量：300g/m 以上 

鉄線径：φ6 網目　：100mm×100mm 

2

コイル接続位置

コイル接続位置

正面図 側面図

鉄線径：φ4 網目　：100mm 

材質：亜鉛－10％アルミニウム合金めっき鉄線

 付着量：300g/m 以上 
2

枠鉄線径：φ5

コイル

R450

コイル

L=2.6m

ボルトナット

H
=1

00
0

φ
6φ

3
0
（

内
径

）

12@80=960

1000

38
2600mm以上

23

35

φ
6φ

3
0
（

内
径

） 11@80＝880

φ
4φ

3
0
（

内
径

）

R4
50

1350

φ4

9
0
0

450

7@80=560

600

900

450

9
0
0

1350

450 450

900

H
=1

00
0

1350

φ
5

φ4

φ
5

部材詳細図2/2　-　13　-



E
P
(1
3
.
0)

1
1.
0

9
.06.

0

3.
0

1
.0B

P

岩カブト沢

岩カブト沢林道

既設巨石積み工

大型土のう工　20袋

廻排水管（高密度ポリエチレン管Φ600㎜以上）
L=20m

関 東 森 林 管 理 局

日 光 森 林 管 理 署

岩 カ ブ ト 沢 林 道

1号-1 被 災 箇 所

注）廻排水管径及び大型土のう積工数量は、現地より概算したもの。
これによりがたい場合は、現地の実情に応じて適切に対応するものとする。

〇工事用水中ポンプ　口径50㎜, 発動電動機2kVA

床掘内の湧水はポンプにより排水する。

仮設工計画図

S＝1：200

仮設工計画図



岩カブト沢林道

1号-2箇所



SP

岩カブト沢林道　起点側

土砂撤去V=51.6m3

第1号木製フトン篭積
A=29.25m2

関 東 森 林 管 理 局

日 光 森 林 管 理 署

岩 カ ブ ト 沢 林 道

1号-2 被 災 箇 所

平　面　図

S＝1：100

平 面 図　-　1　-



1:0.50

SP

第1号木製フトン篭積　A=29.25m2

土砂撤去　V=12.0ｍ×4.3ｍ2=51.6m3

埋戻し　　V=12.0ｍ×0.7ｍ2=8.4m3

3.60

関 東 森 林 管 理 局

日 光 森 林 管 理 署

岩 カ ブ ト 沢 林 道

1号-2 被 災 箇 所

埋戻=0.7

掘削　S3=4.3

横　断　図

S＝1：100

横 断 図　-　２　-



1:0.50

：L=1.50m木製枠

0
.5
0 

0
.5
0 

：L=0.75m木製枠

第1号木製フトン篭積　A=29.25m2

0.10 

0.75 

0.10 

1.50 0.75 

5
@0
.5
0=
2.
50
 

0.75 10.5 0.75

2
.
5
0

2
.
0

12.0

関 東 森 林 管 理 局

日 光 森 林 管 理 署

岩 カ ブ ト 沢 林 道

1号-2 被 災 箇 所

展　開　図

S＝1：100

展 開 図　-　３　-



標　　準　　図











平面図
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l減圧用孔
998 -I ＜

 

500 

員T

­

．

 

諸元表(1個当り）

幅

主 要 部 寸 法

x 高さ x 控長(nm)

体 積

(m
3
/個）

998 X 180 X 500 0.0743 

参考重量

(kg /個）

170 

※製造状況により減圧用孔が左右対称に位置する場合があります。

LB基礎ブロック(緑化積) 端部用　標準図


